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テーマ と身体 の研 究

松 岡 心 平

私は能を専門にしてお りますので, その辺 りで

舞踊との接点ともなる 「テーマ と身体の研究」 に
ついて話 させて頂 こうと思います。先ほど鳥越先

生の方から, 演劇研究では舞踊的な面 と歌などを

含んだ言語の面 と二つの側面があ り, 中世の狂言

から舞踊史に置 き換えられない言語的な側面が強

く出てくるというお話 しがあ りました。私の考え

を述べさせて頂 きますと, 能というのは言語 と舞

踊が高いレベルで非常に拮抗 し合って総合的な何

かが出てくる演劇であろうと思っています。

その能における言語の問題 と身体或いは舞踊と

が どういう風に関わっているのかが解 きあかせな

いと能の本質はおそ らく言えないのだろうと思い

ます。それを言うのは非常に難 しく, 言おうとい

う目標は掲げているつ もりですけれども, なかな

かそこへうまく論を運んで行 くことが出来ません。

身体自体が一番言語化 しにくい部分で, 更にその

身体が動いて舞踊となると, それはもっと難 しい

ことになってきます。それと言語 との関わりの関

係になると, とにか くたいへん難 しいわけです。

今日は一つ焦点 を絞った形で, 「幽玄」 という

院政期頃から出てきた伝統的美意識と, 能におけ

る身体の関わりについて述べ まして, 学会より与

えられました 「テーマと身体の研究」の責を塞が

せていただこうと思っております。

「幽玄」というのは陳腐な言葉であ りまして, 

本当は陳腐ではないと思 うのですが……。たとえ

ば私などは"橋 の会"と いう能のプロデュース団

体を主催 してお ります。それで能が終わった後, 

能楽堂の玄関でお客様に挨拶するのですが, その

時によくお客様がツツと来られて, 「今 日のお能は

たいへん幽玄でございました」とか言って帰 られ

る方もおられるわけです。そう言われると, こち

らも 「あ, そうですね」 と答える しかなく, それ

はどのレベルで幽玄と言っておられるのか, とい

うことが問題になってきます。たとえば雑誌の特

集や新聞記事では 「幽玄の能……」 とするように, 

幽玄という言葉が世間一般では流通 しているわけ

です。そこで, 幽玄 という言葉の意味 を正確 に捉

えておく必要があります。世阿弥の能を捉える上

では, 幽玄が重要な概念の一つであることは確か

でして, その幽玄の流れを捉えた上で, 中世を覆っ

ていると言ってもいいような美意識である幽玄を, 

世阿弥がどの様 に彼の身体の中で捉えていこうと

したのかという, その問題を考えてみたいと思い

ます。

まず, 幽玄とは何なのかを考えてお きたいと思
います。日本 における, 中世の幽玄主義の基礎を

おいた人が藤原俊成です。俊成が晩年に慈円の歌

をペアにして判詩(批 評)を 書いている 『慈鎮和

尚自歌合』十禅師践の中に 「幽玄」 という言葉が

出てきます。
…… もとより詠歌 といひて, た"読 みあげた

るにも, うちながめたるにも, 何 となく艶 に

も幽玄にも聞ゆる事あるなるべ し。……

ここでは艶と幽玄が一緒 になっていますが, 幽玄

というのは花だけあって も幽玄ではない。花のま

わ りに霞のようなものがたなびいている, 或いは

月という美しい光を放つ天体があるだけでは駄目

で月の前で鹿の声が聞こえて くるような感 じです。

真中に美 しい ものがあり, そのまわ りが何かぼ

うっと漂っている, 或いはぼうっとした中から何

か美 しいものが浮かび上がってくる, というのが

幽玄なわけです。ぼうっとしているというのは, 

ある意味では物の深さの感覚があるわけです。 も

ともと幽玄 というのは 「微かで黒い」 という, 深

さの感覚 をいう中国の言葉ですか ら, 表面的に

フォルムだけがグッと出て くるようなもの, たと

えば(尾 形)光 琳の絵みたいなものは幽玄 とは言

わないわけです。杜若があるにしても, 杜若のま

わ りに何か荘洋としたものが漂っていて, ある深

さを感 じ, その深さの中から美が浮き上がって く

る, というものが幽玄 と考えていいと思います。

鴨長明の 『無名抄』 も幽玄の説明として読んで

いただければ良いと思いますが, ここでは世阿弥

と同時代の人で正徹をとりあげ, その歌論書 『正

徹物語』を挙げてお きます。その中の, 
……幽玄体を物にたとへて言はば, もろこし

に嚢王といふ帝おはしましき。ある時, 昼寝

すと言ひて昼寝 をし給ふところへ, 神女の天

下 りて, 夢 とも現 ともなく, 裏王に契 りを込

めた り。嚢王名残 を惜 しみて慕ひ給 ひければ, 

神女, 「われは上界の天女にな り, 前世の契

りありて, 今 ここに来て契 りを込めた り, こ

の地にとどまるべ きものにあらず」 とて, 飛

び去 らむとしければ, 王あまりに慕 ひかねて, 

「さらばせめて形見を残 し給へ」 とあ りけれ

ば, 神女, 「わが形見には, 巫山とて宮中に
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近き山あり, この巫山に朝にたなびく雲, 夕

に降らむ雨を, 眺め給へ」 とて失せぬ, この

後, 嚢王, 神女を恋慕 し, 巫山に朝にたなび

く雲, 夕に降る雨を, 形見に眺め給ひけり, 

この朝の雲, 暮の雨 を眺めたる体を, 幽玄体

とは言ふべ し。……

という箇所が中世の幽玄の説明ではよく引用され

る例です。この話は中国の 『文選』の中に出てく

るのですが, 原典の話を正徹が部分的に誤解 して

いるのですが, 誤解 しなが らも本質は伝えていま

す。夢の中で神女と契った裏王が別れに際 して形

見 を求めると, 神女は形見 として宮中の近 くにそ

びえる巫山に, 朝には雲とな り, 夕べには雨となっ

て王の前 に現れますので, それを見て私を偲んで

ください, と夢の中で告げて消えてなくなる。そ

のあと, 裏王は神女を思慕 し巫山を見て, 朝 にた

なび く雲, 夕べに降る雨を眺めることが幽玄だ, 

というのです。

要するに, 雲とか雨とかの背後に, 妖艶, 優美

な女性 を想像するという, そこが幽玄なわけです。

ほとんど色のない雲 とか雨とか繧砂たる世界のむ

こうに色っぽい女性 をイメージするわけです。そ

の全体が幽玄なのである, というふうに説明され

ます。 これは中世の幽玄の説明としては良くある

パターンで, 標瀞性 と妖艶美が幽玄を構成 してい

ると理解できます。

世阿弥の場合, 幽玄 というのは妖艶美や優美 と

い う意味で使 うことが多いのですが, やはり中世

の理解 として標渤 とした雰囲気の中に何か美 しい

ものが現れてくるという, そういうことを踏まえ

た上で, 幽玄を優美に近い意味で使っていたのだ

ろうと思います。

二条良基 は美 しい稚児であった十三才の藤若

(世阿弥)を 見て, 一目惚れしてしまいます。そ

して, 藤若の管理者である東大寺の尊勝院に宛て

て, 自分は藤若に恋をしてしまい藤若に会いたい

から, 是非 もう一度連れてきてくれ, という手紙

を書いています。その中で, 藤若の美 しさをいう

ところに 「幽玄」という言葉が出てきます。
……なによりも又, かほたりふ り風情ほけほ

けとして, しか もけなりげに候, か る名童

候べ しともおぼえす候, おなじ人を, ものに

たとへ候に, 春のあけぼの ・霞のまより, か

ばざくらのさきこぼれたると申たるも, ほけ

やかに, しかも花のあるかたちにて候, 歌 も

連歌 もよきと申は, か りおもしろく, 幽玄

なるを上品には して候なり, ……

藤若の美しさは, ほけほけとしたものであったよ

うです。「ほけほけ」 とは, ぼうっとしている感

じです。一方 「けな りげ」は健気 という言葉の語

源で, シャキッとしていることなのです。世阿弥

はシャキッとして目鼻立ちもくっきりしていまし

た。そんな凛々しい美少年であ りながら, ぼうっ

としたオーラの如 きものを発散させていたわけで

す。稚児 というのは, 王朝の女房, つまり高貴な

女性 に近い存在ですので, 『源氏物語』の紫の上

にたとえて言っています。『源氏物語』の中には, 

少女の頃の紫の上は眉が くっきりしているのだが, 

まわりの産毛の中に眉毛が埋 もれてい くような描

写があ りまして, これもまわ りがぼうっとしてい

るという例なのです。それから, 輪郭のはっきり

したのが樺桜ですが, 春の曙の霞のぼうっとした

中から樺桜が咲きこぼれて くる, そういう美 しさ

が成人 した紫の上の美 しさで, その美 しさは稚児

世阿弥の美 しさにも通 じて くるわけです。

とにか く, ほけやかに, しかも花のある形。花

という美があるのだけれども, そのまわ りに何か

ほけやかなぼうっとしたものが漂っている感 じが, 

紫の上や世阿弥の美 しさである。たとえば, 舞台

にある人物が立った時に, そのまわりにオーラみ

たいなものが発散されてぼうっと何かが漂ってく

るものがあるという, 稚児役者世阿弥をそういう

感 じで捉えて, それを二条良基が賞賛 しているわ

けです。良基の書状では, 幽玄 という言葉が世阿

弥そのものに使われて, ただ単なる文芸上の美の

観念だけでない使われ方がされているわけです。

この幽玄 という感 じを文学理念だけでなく舞台

に乗せてみたい, 世阿弥は何とか して幽玄な身体

というものを舞台に作 り上げたかったのだろう, 

と思うわけです。世阿弥の目指 した身体は, 三十

代 と五十代では, だいぶ違ってお りますO

三十代の世阿弥は, 彼の身体的な機能をそのま

ま舞台に乗せてい く方向で掴 まえていたのだと思

います。彼は足が利いてアクロバティックなこと

が出来る役者であったと思いますけれども, 彼が

五, 六十代 になってきますと, それを抑制してい

こうとする思考が出て くるわけです。その身体の

抑制, それと裏腹 にある身体の中の集中, 気を込

めると言 った方がいいか も知れ ませんが。気 を

ぐっと身体に込めておき, けれども体の動きは抑

制してい くという, そういう体の動 きを五十代か

ら六十代 に目指していく。その身体の掴 まえ方の

問題と幽玄の問題 とはおそらくクロスして くるの

だろうと私は思っているわけです。具体的には『風

姿花伝』の 「年来稽古条々」を挙げておきます。
これはまだ世阿弥が三十代でして, この段階では

はっきりと内的な集中と動作を抑制する身体の掴

まえ方は出てこない時期です。たとえば, 「四十

四, 五」では, 

このころよりは, さのみに細かなる物 まねを

ばすまじきなり。大かた似合ひたる風体を, 

やすやす と, 骨を折らで脇の為手に花を持た
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せて, あひしらひ[脇 役]の やうに, 少な少

なとすべ し。たとひ脇の為手なからんにつけ

ても, いよいよ, 細かに身を砕 く能をばすま

じきなり。なにとしても, よそ目花なし。

「五十有余」になりますと, 

このころよりは, 大かた, せぬならでは手立

あるまし。……亡父にて候ひし者は, 五十二

と申しし五月十九 日に死去せ しが, その月の

四日の日, 駿河の国浅間の御前にて法楽仕る。

その日の申楽, ことに花やかにて, 見物の上

下, 一同に褒美せ しなり。およそそのころ, 

物数[演 目]を ばはや初心[世 阿弥]に 譲 り

て, やすき所を少な少なと色えて[彩 りを添

えて]せ しかども, 花はいや増 しに見えしな

り。

年をとると役者 として体が動かな くなって くるの

だから, なるべ く細かに激 しく動 くことはやめて, 

少 しずつ, 少 しずつ動 きなさい。五十代 を過ぎた

ら, もう何 もしないより手だてはない。彼は三十

八歳の時点で, このように言っているわけです。

ところが, 彼が五十代, 六十代に入って くると, 

天地 ぐらい違う身体の追究がなされてきます。そ

れが 『花鏡』の 「動十分心, 動七分身」です。『花

鏡』の最初は 「一調二機三声」で, 謡に関する注

記です。第二条がこの 「動十分心, 動七分身」で

す。謡に関する注意が第一条にあり, 第二条が体

に関する注意 なのです。ですから, 「動十分心, 

動七分身」 というのは能のすべての動きにわたっ

ての注意と考えていいわけです。そこで, どうい

う風に言われているかをみますと, 「心を充分に動

か して身を七分に動かせ」と言ってお ります。気

をぐっと内に込めて十の気を込める。ところが外

に出す身体表現 としては, その十に見合うだけの

身体をそのまま釣 り合うように十出してしまうの

ではなくて, 七 に控えるのです。その時に三余 っ

たのが気 となって観客に逆流してインパクトを与

える。これは少々理につきすぎた説明の仕方だと

思いますけれども, そういうことを彼は 『花鏡』

の段階で掴まえてくるわけです。三十代の時には, 

もう肉体が衰えてくるから動かないや り方 しかな

いのだという風に消極的な演技を考えていたわけ

ですが, 実際に五, 六十代になってくるともっと

積極的に気をぐっと込めて身体の動きを抑制する, 

そうすると抑制 したところから観客に面白さを与

えて くるのだ, という考え方になっています。

「万能を一心に維 ぐ事」(『花鏡』)も やはり同 じ

様 なことが言われるわけで して, この場合, 抑制

ということは言われていませんが, 気の集中とい

うのが観客に何かを与える, ということが書かれ

ています。「せぬ所が面白き」は, 世阿弥の能楽

論の中でも非常 に高いレベルの身体論だろうと思

います。その中で 「内心の感, 外に匂ひて面白き

なり」 と, 彼は掴 まえています。これは内的な集

中をして演技 を抑制することによって, 何かぼ

うっとした感 じが外に出て くるという身体を言っ

ています。その身体のあ り方と, おそらく幽玄 と

いう問題がクロスしてくるわけです。

世阿弥がやったことの一つは能を古典文学化す

ることで して, 和歌的なレトリックを取 り入れて

くるわけです。父の観阿弥までは, 能は対話劇で

普通の言葉で進行 してい くことが多かったわけで

すが, 世阿弥になって和歌の修辞が中心 となり, 

たとえば 「井筒」みたいな 『伊勢物語』に依拠 し

た古典的な能が出て くるわけです。そこでは和歌

的な修辞 というのが能の言葉の中心を占めてい く。

そして, 和歌の美意識の中心 にあるのが幽玄で, 

彼が晩年にそういう戯曲をた くさん書いてい く中

で, それに対応する幽玄の美が最 も良 く舞台に乗

る体 として, おそらく 「動十分心, 動七分身」の

ような身体の発見があたのではないだろうか, と

思うわけです。

実は, これはそこの所からだけ考えては駄 目な

問題で, 仮面 と体の問題, あるいは禅における精

神集中の問題や, 動作 を抑制することは逆に観客

の想像力を頼るようになるわけですから, 観客の

レベルの問題 とか, いろいろな問題が関わって き

ます。あるいはもっと大きな問題は勿論, 世阿弥

が老いていったときに老いを逆手に取らなくては

いけないということかもしれませんけれど。この

ようないろいろな問題の混合の中で, 「動十分心, 

動七分身」のように体を掴まえて くるわけです。

それを私は 〈動かない身体〉と言っていますが, 

やはり, それは和歌などの伝統的な美意識である

幽玄の問題 とクロスして, つまり幽玄の美意識 を

舞台で発現で きるような身体のあり方 として, 「動

十分心, 動七分身」が考えられていったのではな

いかと, そういうふうな気がするわけです。
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